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ミマキエンジニアリングは

業務用広幅インクジェットプリンタ、カッティングプロッタ等

の開発・製造・販売を一貫して行う開発型メーカーです。

当社のご紹介当社のご紹介
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160㎝A4ｻｲｽﾞ
20㎝

写真は当社製品 CJV30-160

当社製品と家庭用プリンタの大きさを比べてみました・・・当社製品と家庭用プリンタの大きさを比べてみました・・・
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価格高い、
大型（主に
1.3～3.2ｍ）

、プロ向け

ミマキ、武藤工業
、ローランドD.G.、
HP

ソルベント、UV、

水性等様々なイ
ンクを使用する
IJP

広告・看板、イン
パネ、サンプル作
成、布地等への
印刷

業務向け

価格中位、
中型

エプソン、キヤノン
、リコー、HP

レーザープリンタ
、水性IJP

社内書類等の印
刷

オフィス向
け

価格安い、
小型

エプソン、キヤノン
、HP

水性IJP（一部顔
料IJP)

年賀状、写真、文
書等の印刷家庭向け

特長主な製造メーカー主なプリンタ主な用途

（注）記載内容は全て当社推定による。
ＩＪＰ：インクジェットプリンタの略。
ソルベントインク：顔料を揮発性の溶剤に分散したもの。水に強く長持ちするため屋外に置く

印刷物向けに使用される。
ＵＶインク ：紫外線を当てると固まるインク。自然にやさしく、素早く固まるためプラスチッ

ク等にプリント可能。

業務用広幅インクジェットプリンタとは・・・業務用広幅インクジェットプリンタとは・・・
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株式会社ミマキエンジニアリング

1975年8月

2,015百万円

長野県東御市滋野乙2182-3

代表取締役社長 池 田 明

744名 *2008年9月30日現在 連結人員

販売会社 ３社 （アメリカ、オランダ、ドイツ）

開発、生産会社 ４社 （国内２社、台湾、中国）

プリントサービス会社 １社 （国内）

１．プロフィール１．プロフィール

商 号商 号

本 社本 社

代 表 者代 表 者

従 業 員 数従 業 員 数

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社

5

設 立設 立

資 本 金資 本 金
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２-１．国内販売ネットワーク（10拠点）２-１．国内販売ネットワーク（10拠点）

●

●

●

●

●

●
●

東京支社

札幌営業所

仙台営業所

名古屋営業所

金沢営業所
広島営業所

さいたま営業所●
●

大阪支店

福岡営業所

長野営業所

（本社、牧家工場）
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２-２．海外販売ネットワーク（９拠点）２-２．海外販売ネットワーク（９拠点）

海外
69.8％

海外
60.8％

08年3月期 売上高 282億円06年3月期 売上高 194億円

国内
30.2％

北米
18.9％

欧州
31.9％

アジア&
その他

19.0％

国内
39.2％

北米
20.2％

欧州
27.3％

アジア&その他
7.9％
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３-１．国内開発・製造（４拠点）３-１．国内開発・製造（４拠点）

●

㈱ウィズテック

●

長野開発センター

㈱ミマキプレシジョン

●

（本社、牧家工場）

本社・技術本部
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３-２．海外開発・製造（２拠点）３-２．海外開発・製造（２拠点）
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当社の事業概要当社の事業概要
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ＴＡ（布地・衣類）市場向け
布地印刷やＴシャツ、スカーフ、ネクタイ

へのプリント等

11

４．事業概要４．事業概要
インクジェットプリンタとカッティングプロッタの技術を基に

３つの販売市場で営業展開

インクジェットプリンタとカッティングプロッタの技術を基に

３つの販売市場で営業展開

ＳＧ（広告・看板）市場向け
標識、表示、ディスプレイ、看板等

ＩＰ（産業用途）市場向け
プリントラベル、ＩＤカード、自動車のインパネ等

その他
6.8％

ＳＧ市場向け
70.6％

ＩＰ市場向け
17.9％

【 08年3月期 連結売上高 282億円 】

ＴＡ市場向け
4.7％
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インクジェットプリンタ カッティングプロッタ

CG-FXⅡ シリーズ

ソフトウエア

インク

Raster Link Pro 4 SG Fine Cut

水性・・・顔料/昇華転写/染料

ソルベント/エコソルベント

12

ＪＶ３３ シリーズ

主な用途： 屋内・屋外における標識、表示、ディスプレイ、看板等の製作。

速度、画質、耐候性、コストのトータル性能が必要。

主要製品： 広幅インクジェットプリンタ、カッティングプロッタ

主な用途： 屋内・屋外における標識、表示、ディスプレイ、看板等の製作。

速度、画質、耐候性、コストのトータル性能が必要。

主要製品： 広幅インクジェットプリンタ、カッティングプロッタ

４-１. ＳＧ（広告・看板）市場向け４-１. ＳＧ（広告・看板）市場向け

ＪＶ５ シリーズ CJV30 シリーズ

UJV シリーズ
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主な用途： プリントラベル、ＩＤカード、自動車のインパネ等の製作。

クイックレスポンスと環境適合性、高い安全性。

主要製品： ＵＶ硬化インクジェットプリンタ、フラットベッドカッティングプロッタ

（各種生産現場で製造ラインに組み込まれて使用される）

主な用途： プリントラベル、ＩＤカード、自動車のインパネ等の製作。

クイックレスポンスと環境適合性、高い安全性。

主要製品： ＵＶ硬化インクジェットプリンタ、フラットベッドカッティングプロッタ

（各種生産現場で製造ラインに組み込まれて使用される）

４-２. ＩＰ（産業用途）市場向け４-２. ＩＰ（産業用途）市場向け

フラットベットインクジェットプリンタ

JF-1631 CF2 シリーズ

ソフトウエア

Raster Link Pro 4 IP CAM Link

インク

水性顔料 ＵＶ硬化インク

ソルベント

フラットベットカッティングプロッタ

CF3 シリーズIPF シリーズ
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主な用途： 布地印刷やＴシャツ、スカーフ、ネクタイへのプリント等。

サンプル作成や少量多種生産等クイックレスポンスに対応。

ダイレクトプリントの実現、高画質、色・デザインの高い表現力。

主要製品： 捺染顔料インクジェットプリンタ、デジタル捺染インクジェットプリンタ

主な用途： 布地印刷やＴシャツ、スカーフ、ネクタイへのプリント等。

サンプル作成や少量多種生産等クイックレスポンスに対応。

ダイレクトプリントの実現、高画質、色・デザインの高い表現力。

主要製品： 捺染顔料インクジェットプリンタ、デジタル捺染インクジェットプリンタ

４-３. ＴＡ（布地・衣類）市場向け４-３. ＴＡ（布地・衣類）市場向け

インクジェットプリンタ

TX3-1600

ソフトウエア

Tx Link Raster Link Pro 4 TA

インク

水性・・・反応/酸性/分散 捺染顔料／昇華転写

GP-604DDS series

GP-1810DTX2-1600
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４-４．当社製品の用途例まとめ４-４．当社製品の用途例まとめ

皆さんの身近に
当社製品を使って作られた物が

あるかもしれません。

ＳＧ（広告・看板）市場向け ＩＰ（産業用途）市場向け

ＴＡ（布地・衣類）市場向け
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成長戦略成長戦略
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５. 売上高推移５. 売上高推移

年3月期

売
上
高(

百
万
円
）

経
常
利
益(

百
万
円
）0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

85 87 89 91 93 95 97 99 01 03 05 07 09
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
0

5

10

経常利益率

（予想）

％

（注）予想は、平成20年10月31日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」に基づいております。
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６-１. 製品開発史６-１. 製品開発史

18
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６-２. 製品開発史６-２. 製品開発史
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７．発売後2年以内商品売上高比率７．発売後2年以内商品売上高比率

56%

65%
59% 58%

63%

53%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

29期 30期 31期 32期 33期 34期(予）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

連結売上高 新製品売上高 新製品売上比率

（注）１．29期は単体、30期以降は連結
２．33期までは当社集計数値、34期は当社予想数値

（注）34期予想は、平成20年10月31日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」に基づいております。
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８．Mimakiの開発力８．Mimakiの開発力

①
ソフトウェア
設計技術者

（ソフト）
⑤

ケミカル
技術者

（ケミカル）

②
ファームウェア
設計技術者
（ファーム）

④
機械設計
技術者
（メ カ）

③
電気設計
技術者
（ハード）

技術管理者
ほか
11名

「速く・美しい」プリント結果の実現

５分野の技術力が高度に融合・調和

1,1921,184

581650

943
1,035

6.9

6.6

3.4

5.4 5.07

4.22

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3

研究開発費（百万円）

対売上高比率（％）

積極的な開発投資（04/3まで単体、以降連結）

148

124

101

58

84

120

24.6
27.2 27.9

30.7 29.0

29.6

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3

開発部門人員数（人）

対従業員数比率（％）

30％の人材を開発部門へ（単体ベース）

21

23名

30名

29名 32名

23名



22

９. Mimakiのコア技術９. Mimakiのコア技術

22

インクジェット
インク開発技術

画像処理技術
位置決め技術

カッティング技術

トンボ
位置決め

偏芯カッ
ティング

デジタル
サーボ

ソフトウエア
サーボ

インクジェット技術
・６社のインクジェットヘッドをコントロールできる

３D
プリント

布搬送
技術

３D
造形

RIP
技術

ＵＳＢ２
Ｉ/F

ＵＶイン
クジェッ

ト

各種インクジェットヘッド
コントロール技術

カラーマ
ネジメント

同時3軸
カッティン

グ
ＶＲＣ技

術各種
補間技術
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１０-１．デジタル化によるインクジェットプリンタの可能性１０-１．デジタル化によるインクジェットプリンタの可能性

• アナログからデジタルへの流れ

• 大量生産から少量多品種生産への流れ

• 消費者ニーズの多様化

デジタルで版の作成不要

1回で印刷可能

世界のどこでも同じ品質

⇒サンプル作成、少量多品

種生産向き

色数分版の作成が必要

色数分の印刷繰り返し

⇒大量生産向き
スクリーン

業界では・
・・

IJPによる

写真画質

看板職人に

よる手書き看板業界
では・・・

デジタル時代アナログ時代
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１０-２．デジタル化によるインクジェットプリンタの可能性１０-２．デジタル化によるインクジェットプリンタの可能性

インクジェットプリンタならこんな事も可能に・・・

オンデマンド（必要な時に必要なだけ）生産

無地のまま在庫しておき、お客様から注文があった時に必
要な分だけ印刷する。

⇒オンデマンド（必要な時に必要なだけ）生産

無駄が生じにくく、環境に優しい。

デジタル時代

どれがどの位売れるのか分からないため、それぞれの種類
を大量印刷し、在庫として持たざるを得ない。

⇒欠品の可能性、売残りによる無駄が生じる可能性。

アナログ時代

お客様のニーズに合わせて、沢山の種類の携帯

パネルを用意したい・・・
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１１. Mimakiの経営管理体制１１. Mimakiの経営管理体制
グループ別独立採算管理
（GIPS経営）

ERPを中心とした基幹系
システムを構築（ORACLE
EBS）⇒J-SOXに対応で
きるシステム

新製品開発プロセス管理

⇒６つのプロセスに区切り
開発ステップを管理

企業内小集団による
部門別採算管理の徹底

よく見える
経営の実

現
採算で貢
献度を測
り目標意
識を持た

せる

全員参加
の経営の

実現

トップダウ
ンとボトム
アップの

調和

リーダー
の育成

GIPS経営の目標
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ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。

26
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参考資料参考資料
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14,336

18,387
19,950 20,405

4,413
5,041

2,180

2,177

1,1381,327

1,385

1,480

1,915

1,384

1,153

2,230

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

31期 32期 33期 34期

（参考） 今期の予想（参考） 今期の予想

28

675

1,959

740

1,158

2.6

6.9

5.0

3.5

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

31期 32期 33期 34期

0

2

4

6

8

10

（予想） （予想）

【売 上 高】 【営業利益・利益率】

営
業
利
益

営
業
利
益
率

（百万円） （百万円）

28,187

28,235

23,357

19,147

SG   IP  TA  その他

（％）

（注）34期予想は、平成20年10月31日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」に基づいております。
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（参考） 配当方針（参考） 配当方針

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

31期 32期 33期 34期予定

株主への還元を第一として、配当原資確保のための収益力
を強化し、継続的かつ安定的な配当を行うことを基本方針
としております。

29

（円） 記念配当

予定

（注）08年４月1日付で、1：3の株式分割を実施しております。上記グラフでは、過去との比較を
容易にするため、06/3期から08/3期の配当金額を便宜上3分の1にして表記しております。

700

700

中間配当 期末配当

（注）34期予定は、平成20年10月31日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」に基づいております。
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（参考） 財務情報（実績と予想）（参考） 財務情報（実績と予想）

売 上 高

（海外売上高比率）

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

（単位：百万円、％）

23,337

67.8%

1,158

1,305

771

28,187

ー

740

895

486

為替

レート

米 ド ル

ユ ー ロ

117.03円

150.09円

32期
34期予想

31期 増減率金 額

設 備 投 資 額

研 究 開 発 費

714

1,035

1,029

1,184

1,599

1,339

△9.4

12.3

113.32円

137.86円

114.28円

161.52円

30

19,147

60.8%

676

785

377

33期

28,235

69.8%

1,959

1,710

984

1,765

1,192

△0.2

ー

△62.2

△47.7

△50.6

105.00円

152.00円

（注）34期予想は、平成20年10月31日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」に基づいております。
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2.3

△12.5

△14.3

16.4

△0.2

Ｓ Ｇ 市 場 向 け

Ｉ Ｐ 市 場 向 け

Ｔ Ａ 市 場 向 け

そ の 他

合 計

34期予想

増減率

18,387

2,180

1,385

1,384

23,337

（単位：百万円、％）

32期

20,405

4,414

1,138

2,230

28,187

金 額

14,336

2,177

1,480

1,153

19,147

31期

74.9 78.8
70.6 72.4

11.4
9.4

17.9 15.7

7.7 5.9 4.7 4.0

6.0 5.9 6.8 7.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

31期 32期 33期 34期

（参考） 機種群別売上高・構成比（参考） 機種群別売上高・構成比

19,950

5,041

1,327

1,918

28,235

33期

（注）34期予想は、平成20年10月31日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」に基づいております。
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本資料は、株式会社ミマキエンジニアリング（以下、当社）を理解いただくため、当社が作成したもので、当社へ
の投資勧誘を目的としておりません。
本資料を作成するに当たっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、完全性を保証するものではありま

せん。本資料中の情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。
本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したもの

であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際
の業績は言及または記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることがあることをご承知おきください。

IR・広報部

TEL  0268(64)2281

E-mail  mimaki-ir@mimaki.jp

〔本資料お取扱い上のご注意〕

本資料に関するお問合せ先


